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路
整
備
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進
捗
状
況
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九
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横
断
道

宇城市松橋

全国に先駆けて昨年3月
から開始された水素混焼発電
実証の取組を調査する

人と動物が安全に幸せに共に暮らせる
社会づくりについて学びました 7月28日～29日

令和7年8月6日

環境を考える議員の会
  管外視察（沖縄）

どうぶつ愛護推進議連
現地視察

❖国営緊急農地再編整備事業
　農地の対区画化推進による地域農業の未来を
　見据えた取組みについて
❖旭川デザインセンター
　木材の高付加価値化を参考するため
❖一般財団法人富良野市農業担い手育成機構
　新規就農者確保の取組みについて
❖びえいフーズ株式会社
　地域農家と加工業者の連携強化について
❖北海道立北の森づくり専門学院
　道産木材の利用拡大の取組みについて～式典に参加しました～

農林水産常任委員会 管外視察
肥後銀行合志支店が
アンビーへ移転しました！
肥後銀行合志支店が
アンビーへ移転しました！ 5月27日 清祓祭・播種祭

6月21日 御田植祭
10月 4日 抜穂祭
10月16日 奉告祭

清祓祭にて…
「嶋田ご夫妻のおいしいお米が天皇陛下の
　新嘗祭へ無事に献上できますように」
　と玉串を捧げました

令和7年度
菊池地域献穀事業 （旭川方面）

新
年
の

　 

ご
挨
拶

　

新
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
私

の
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
利
便
性
向
上

と
安
定
し
た
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い

た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま

え
、
今
ま
で
以
上
に
全
力
で
地
域
課
題
の
解

決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
第
二
工
場
の
工
事
も
始
ま
り

稼
働
後
の
交
通
渋
滞
や
水
・
電
力
・
排
水
な

ど
の
課
題
、
生
活
環
境
へ
の
影
響
な
ど
心
配

さ
れ
る
点
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
県
と
し

て
も
基
準
の
整
備
や
調
整
を
進
め
、
地
域
の

皆
様
が
不
安
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
熊
本
で

暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
最

後
に
熊
本
県
並
び
に
合
志
市
の
発
展
を
願
い

つ
つ
、
皆
様
方
の
代
弁
者
と
し
て
、
よ
り
良

い
地
域
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

道
路
整
備
事
業
の
概
要
図

主要交差点の立体交差計画イメージ

弁天山から臨む初日の出　撮影／池永幸生

辻久保バイパス
　　ようやく開通！！

県道大津植木線「辻久保バイパス」
日時：令和７年12月20日（土）



⑴
合
志
市
の
平
成
の
合
併
か
ら
20
年
。
次
の
時
代

に
向
け
た
検
証
と
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
半
導
体

関
連
産
業
の
進
出
や
人
口
増
加
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
や

教
育
施
設
不
足
、
住
宅
問
題
な
ど
が
顕
在
化
し
て
い

る
。

今
年
３
月
に
策
定
の
「
く
ま
も
と
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
県
の
重
要
施
策
で
あ
り
、
熊
本

ら
し
い
自
然
と
調
和
し
た
拠
点
形
成
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。
一
方
で
、
優
良
農
地
の
保
全
や
営
農
継
続
も
重

要
で
あ
り
、
農
業
支
援
技
術
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
拠
点
と
な
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

発
エ
リ
ア
」
や
、
運
営
を
担
う
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
法
人
」
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
を

活
か
し
た
住
宅
・
商
業
・
教
育
施
設
の
整
備
も
不
可
欠

と
考
え
る
。
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
知
事
の
考
え

を
伺
う
。

平
成
の
大
合
併
の
検
証
に
基
づ
く

変
革
に
つ
い
て

質

⑵
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周
辺
で
は
企
業
集
積

な
ど
に
よ
り
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
渋
滞

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
御
代
志
地
区
と
セ
ミ
コ

ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
、
大

津
西
合
志
線
や
国
道
３
８
７
号
な
ど
の
整
備
が
重
要
で

あ
る
。

合
志
市
西
側
で
の
道
路
整
備
の
進
捗
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
土
木
部
長
に
尋
ね
る
。

質
⑶
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
道
路
整
備
だ
け

で
な
く
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
る
。
熊
本
市
内
方
面
か
ら
セ
ミ
コ
ン
周
辺
へ
の
通
勤
で

は
、
原
水
駅
か
ら
の
通
勤
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
さ
ら
な
る
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

９
月
定
例
会
で
提
案
し
た
「
御
代
志
駅
か
ら
セ
ミ
コ
ン
周

辺
ま
で
の
バ
ス
路
線
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
２
月
に

実
証
運
行
が
実
施
さ
れ

た
。
そ
こ
で
実
証
運
行
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
、
通
勤
時

の
公
共
交
通
機
関
へ
の
シ

フ
ト
を
図
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
を
企
画

振
興
部
長
に
伺
う
。

質

働
く
人
の
生
活
、
住
環
境
充
実
は
重
要
と
お
答
え

い
た
だ
い
た
。
あ
く
ま
で
も
民
間
開
発
意
欲
が
各

自
治
体
の
都
市
計
画
に
委
ね
る
の
か
を
再
検
討
頂
き
た

い
と
切
望
す
る
。

要
望

３
８
７
号
線
に
お
い
て
は
朝
や
夕
方
に
渋
滞
の
波
は

衰
え
ず
、
む
し
ろ
最
近
は
増
え
た
感
が
あ
る
。

須
屋
区
に
つ
い
て
は
以
前
に
も
こ
の
場
で
質
問
し
て
お

る
と
お
り
で
あ

り
、
４
車
線
化
が

着
実
に
進
ん
で
い

る
事
に
は
感
謝
申

し
上
げ
る
。

要
望

課
題
も
分
か
っ
て
き
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
県
の

補
助
整
備
を
活
用
し
て
通
勤
バ
ス
の
実
証
運
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

要
望

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
把
握
と
支
援
の
充
実
を

願
っ
て
い
る
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
目
指

し
、
子
ど
も
や
若
者
に
寄
り
添
っ
た
豊
か
な
生
活
の
実
現

を
望
み
ま
す
。

要
望

こ
の
類
の
犯
罪
は
私
達
の
子
ど
も
時
代
に
は
想
像
も

で
き
な
い
程
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
多
様
化
す
る
特

殊
詐
欺
や
、
県
内
の
女
子
高
生
に
よ
る
覚
醒
剤
使
用
な
ど

思
い
も
よ
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
犯
罪
で
得
た
多
額
の
資
金
の

流
れ
と
摘
発
も
だ
が
、
警
察
は
こ
の
類
の
犯
罪
か
ら
子
供

や
県
民
を
守
る
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

要
望

知
事
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
エ
リ
ア
は
企
業
や

大
学
、
研
究
機
関
が
集
う
産
学
金
官
連
携
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
一
方
、
周
辺
は
県
内

有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
り
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
で
、

営
農
の
持
続
を
支
え
る
。
ま
た
、
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
法
人
」
は
台
湾
の
事
例
を
参
考
に
、
維
持
・
管

理
・
運
営
や
企
業
支
援
を
担
う
。

県
は
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出

し
、
各
自
治
体
の
生
活
・
住
環
境
の
整
備
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
後
押
し
し
て
ま
い
る
。

答

今
年
度
の
本
件
最
低
賃
金
は
、
過
去
最
大
82
円
ア
ッ

プ
の
１
，０
３
４
円
で
来
年
１
月
適
用
と
初
め
て
１
，

０
０
０
円
を
突
破
し
、
全
国
最
大
の
上
げ
幅
と
な
っ
た
。

最
低
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
は
労
働
者
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
る

が
、
中
小
零
細
の
事
業
者
は
厳
し
く
受
け
止
め
ざ
る
を
得

な
い
。
政
府
は
２
０
２
０
年
代

ま
で
に
全
国
平
均
を
１
，
５
０

０
円
と
す
る
目
標
を
掲
げ
た
。

最
低
賃
金
制
度
は
、
労
働
者
の

生
活
保
障
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
赤
字
企
業
も
含
め
強

制
力
を
持
っ
て
運
用
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
知
事
は
今
年
度
の
最

低
賃
金
を
ど
の
よ
う
受
け
止
め

て
お
ら
れ
る
か
尋
ね
る
。

最
低
賃
金
に
対
す
る
知
事
の
受
け

止
め
と
県
の
支
援
策
に
つ
い
て

質

⑵
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

２
０
２
０
年
度
の
全
国
調
査
で
は
、中
学
生
の
約
５
．

７
％
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
―
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
高
校

生
は
約
４
．
１
％
、
２
０
２
１
年
度
の
追
加
調
査
結
果
で

は
、
小
学
校
高
学
年
の
約
６
％
が
該
当
す
る
。
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
が
直
面
す
る
問
題
の
一
つ
目
に
は
学
業
成
績
が
低

下
し
、
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
二
つ
目

は
孤
立
感
を
経
験
し
、
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
。

三
つ
目
は
長
期
の
責
任
や
ス
ト
レ
ス
で
精
神
的
不
安
や
う

つ
病
等
に
苦
し
む
。
ま
た
、適
切
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ

て
お
ら
ず
、
必
要
な
情
報

や
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

県
は
、「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
熊
本
」
を
推
進
し
て
い

る
が
、
現
在
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
取
組
と
し
て
ど

の
よ
う
な
施
策
が
取
ら
れ

て
い
る
の
か
、
実
情
・
課

題
、
解
決
策
等
に
つ
い
て

健
康
福
祉
部
長
に
尋
ね

る
。 質

⑴
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

全
国
で
不
登
校
の
子
供
た
ち
は
11
年
連
続
で
増
え
、

県
で
は
５
８
４
８
人
。
２
０
２
３
年
に
文
部
科
学
省
は
総

子
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て

(

不
登
校
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー)

質
働
く
人
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
企

業
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
中

小
・
零
細
企
業
で
は
、
売
上
や
利
益
が
追
い
つ
か
ず
、

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。
仕
入

高
騰
や
人
手
不
足
、
勤
務
時
間
の
削
減
な
ど
、
厳
し
い

経
営
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
社
会
保
険
料
の
負
担
軽

減
や
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
な
ど
、
総
合
的
な
対
策

が
必
要
だ
。
県
に
は
、
地
域
の
企
業
を
守
り
、
雇
用
を

支
え
る
た
め
の
一
層
の
支
援
を
期
待
す
る
。

要
望

知
事
　
最
低
賃
金
引
き
上

げ
は
、
企
業
が
利
益
を

出
し
、
原
資
を
確
保
で
き
る
こ

と
が
大
前
提
で
、
生
産
性
の
向

上
等
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
、
適
正
な
価
格
転
嫁
が
進
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
は
既
に
、
設
備
投
資
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
業
務

改
善
助
成
金
に
つ
い
て
対
象
事
業
者
の
拡
大
等
を
実
施

し
、
中
央
審
議
会
の
目
安
額
を
超
え
る
引
き
上
げ
幅
と

な
っ
た
。
都
道
府
県
に
は
、
交
付
金
等
で
支
援
を
行

う
。
今
後
、
商
工
団
体
等
と
連
携
し
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
不
安
を
受
け
止
め
、
生
産
性
の
向
上
や

価
格
転
嫁
等
の
取
り
組
み
を
力
強
く
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
。

答

教
育
長
　
県
で
は
登
校
は
で
き
る
が
、
教
室
に
入

り
づ
ら
い
児
童
生
徒
に
、
別
室
で
学
習
等
が
可
能

と
な
る
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
市

町
村
へ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
自
宅
か
ら
外
出
で
き
る

が
、
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
に
は
、
市
町
村
教
育
委

員
会
が
設
置
す
る
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
民
間
団

体
等
が
設
置
す
る
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
等
が
支
援
場

所
と
な
っ
て
い
る
。
10
月
か
ら
主
に
家
庭
等
で
過
ご
し

て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
５
市
町
村
で
試
行

す
る
。
不
登
校
の
未
然
防
止
対
策
と
し
て
、
学
校
の
風

土
や
雰
囲
気
を
「
見
え
る
化
」
す
る
取
り
組
み
と
、
効

果
的
な
教
職
員
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

答

数
か
月
前
、
某
大
体
育
部
で
の
大
麻
汚
染
が
報
じ
ら

れ
、
恐
ら
く
熊
本
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
身
体
を
蝕
む
大
麻
問
題
を
早
期
に
解
決
し
て
も

ら
い
た
い
。
若
者
が
薬
物
に
手
を
染
め
る
の
は
、
興
味
本

意
や
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
な
ど
だ
。
県
下
に
お
い
て
大
麻

汚
染
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、、
警
察
本
部
長

に
尋
ね
る
。

若
者
を
蝕
む
大
麻
汚
染
に
つ
い
て

質
警
察
本
部
長
　
県
内
の
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
は

昨
年
44
人
、
全
薬
物
事
犯
の
検
挙
人
員
は
１
０
４

人
で
、
大
麻
事
犯
の
約
６
割
の
26
人
が
30
歳
未
満
と
若

年
層
の
大
麻
乱
用
が
顕
著
で
あ
る
。
県
警
察
で
は
末
端

乱
用
者
の
徹
底
検
挙
、
供
給
源
の
遮
断
な
ど
の
捜
査
を

推
進
し
て
い
る
。
小
・
中
・
高
・
大
学
生
へ
の
薬
物
乱

用
防
止
教
室
の
開
催
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携

し
た
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
薬
物
の
危
険
性
・

有
害
性
を
正
し
く
認
識
さ
せ
る
抑
止
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。

サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

違
法
薬
物
対
策
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

答

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
４
年

７
月
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

本
年
８
月
末
ま
で
に
延
べ
７
９
４

件
の
相
談
に
対
応
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
自
ら
学
校
等
を
訪

問
し
、
出
張
相
談
会
開
催
な
ど
の

取
組
を
実
施
。
さ
ら
に
研
修
会
を

開
催
し
、
早
期
発
見
に
向
け
た
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
で
は
支
援
の
意
向
等
を
確
認

し
、
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
ぐ
と
と
も
に
、
支
援
機
関
と
の

協
議
に
参
加
し
、
踏
み
込
ん
だ
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

答

土
木
部
長
　
合
志
市
で
は
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
解
消
が
重
要
課
題
。
短
期
的
に

は
、
大
津
西
合
志
線
の
豊
岡
・
福
原
交
差
点
で
の
右
折

レ
ー
ン
延
伸
。
再
春
医
療
セ
ン
タ
ー
前
で
は
バ
ス
ベ
イ

設
置
に
よ
る
混
雑
緩
和
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
中

期
的
に
は
、
国
道
３
８
７
号
須
屋
工
区
で
立
体
交
差
部

を
含
む
４
車
線
化
を
進
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
や
警

察
と
協
議
の
中
今
後
地
元
説
明
会
を
経
て
本
格
着
手
予

定
。
ま
た
、
年
内
開
通
予
定
の
県
道
大
津
植
木
線
・
辻

久
保
バ
イ
パ
ス
は
、
混
雑
緩
和
と
時
間
短
縮
が
期
待
さ

れ
る
。
県
は
、
国
道
３
８
７
号
や
大
津
西
合
志
線
な
ど

基
幹
道
路
の
整
備
を
含
め
、
渋
滞
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
。

答
企
画
振
興
部
長
　
２
月
の
バ
ス
実
証
運
行
で
は
、

乗
換
利
用
は
３
割
程
度
と
伸
び
悩
み
、
今
後
合
志

市
と
公
共
交
通
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
等
を
進
め
、
利

用
が
見
込
め
る
運
行
形
態
を
探
る
。
Ｊ
Ｒ
九
州
に
運
送

力
強
化
を
促
す
要
望
を
行
い
、
今
年
７
月
に
「
豊
肥
本

線
輸
送
力
強
化
促
進
協
議
会
」
を
成
立
し
、
関
係
者
が

連
携
し
て
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
。
原
水
駅
と
セ

答

最近の県政の動向
✦新政権への期待と国の経済対策
　への対応
✦令和7年8月豪雨への対応
✦半導体関連産業の更なる集積
✦球磨川流域の創造的復興と
 「緑の流域治水」
✦幹線道路ネットワークの整備

私
の
一
般
質
問

私
の
一
般
質
問
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ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周
辺
を
結
ぶ
通
勤
バ
ス
は
利
用

者
増
加
に
伴
い
、
増
便
や
昼
便
の
実
証
運
行
も
始
ま
っ

た
。
10
月
か
ら
は
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
大
津
町

で
通
勤
バ
ス
の
実
証
運
行
が
開
始
予
定
で
あ
る
。

幸
友
会
会
長
　
宮
原
康
晃

ご
挨
拶

合
的
方
針
を
公
表
し
、「
不
登
校
特
例
校
」
等
の
設
置
を

進
め
い
て
い
る
と
聞
く
が
、
受
け
皿
の
確
保
だ
け
で
は
な

く
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

一人で悩まないで！一人で悩まないで！
熊本県ヤングケアラー相談支援センター

kumamotoyoung@wonder.ocn.ne.jp

☎096-384-1000
　　　　　　　　　　（火・水・木）8：30～17：00

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

省
み
ま
す
と
昨
年
は
青
森
県
東
方
沖
地
震
・
大
分

市
佐
賀
関
で
の
大
規
模
火
災
・
熊
本
豪
雨
等
痛
ま
し

い
災
害
も
あ
り
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
天
災
無
き
・
人
災
無
き
良
き
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
念
じ
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
皆
様
方
に
は
日
ご
ろ
か
ら
池
永
幸
生
の
県
政
活

動
に
対
し
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
池
永
議
員
も
２
期
目
の
折
り
返
し
地
点
を

過
ぎ
、
益
々
元
気
に
恵
ま
れ
た
健
脚
を
活
か
し
「
行
動
・

傾
聴
・
思
考
（
共
に
考
え
る
）
」
の
姿
勢
を
大
切
に
日
々

飛
び
回
っ
て
い
る
姿
に
は
心
を
打
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
後
援
会
一
同
力
を
合
わ
せ
、
ま
た
皆
様
方

の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
県
政
活
動
が
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
倍
旧
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
今
年
も
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。


